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カテゴリーは、 【将来の介護を見据えた特別支援教育】 【友達との関わりから相手-の気遣いを学習】 【相談相手を
子ども自身で選定することを期待】 【夢や通路-の支援を切望】 【子どもに性的関心を表出されると困惑】 【ライフ










カテゴリーは、 【他者との意見交換を少しは実践】 E道徳性を身につける経験の不足】 【介護者に依存せざるを得な
い生活の弊事】 E介護者が代弁する会藷を懸念】 【貴育者の前では性的話盾を回避】 E子どもの人格を尊重する対応
'を期待】 【施設では性的な質問は想定外】 【施設での同世代同士のコミュ=ケ-ションは希薄】 【悩みを共有しよ'ぅ
とする相手に相談】
第2回リフレクション・評価:
・相手に自分の意見を主張できるようになり.相手の意見を受け入れられるようになってきた。
・道徳性を身につける経験ができていない。
≪考療≫
肢体不自由という陣がいの特性として.常に大人が付き添っており.友達同士の関係が築けない生活環境により、
相手を思いやること、恥の感覚、状況判断力などの道徳性・常識的価値観など.同世代の友人との集団社会生活を
通して学ぶべき能力が身につきにくく、ライフスキル、規範感覚なども獲得しにくい。したがって、子どもの心理
社会的能力を効果的に伸ばすために.陣がいの特性を踏まえた上で、個別性に応じた教育的支援を行うことが必要
である。
≪総括≫
性教育レディネスの未熟な陣がいのある子どもへの性教育は、性衝動を高めることにつなが・りやすく、自力で性的
欲求の解消ができずに悩む可能性があることを養育者は罷職し、必要時には養育者自身でその介助を行う覚悟を持
てない以上は、子どもに性教育を受けさせるべきではない。
(備考) 1.研究の目的・方法.結果.考察・総括の順に記載すること。 (1200宇程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。
